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おいしいこめをつくろう
甲府市立北新小学校二年　
　松野　佑平　
ぼくは、おこめがすきです。どうしてかと言うと、おいしいからです。やわらかいところがすきです。
今、ぼくの家でバケツいねをやっています。なぜぼくの家でしているかと言うと家でおいしいごはんを食べてみたかったからです。だから、じぇいえいのアンケートでこたえてあたったのでたねをもらいました。
バケツいえのつくり方は、小さいたねを小さいうつわにいれてなんしゅうかんかまちます。まい日水をこうかんします。そうすると小さいめがでてきます。小さいめがでてきたらバケツに手でおしてうめます。さいしょは白色のぼうだけどみどり色のでっかいぼうがでてきます。そうしてみどり色のでっかいぼうがのびたらまん中にまとめます。まい日水を線までいれます。今は、みどり色のつぶがでてきました。つぶがおこめになるとおもいます。色がちゃ色もありました。そだててたいへんなところは、まい日水をあげるところです。
あきになって、とれるのがたのしみです。こめをそだててみて、のうかさんは、たくさんのおこめをそだててすごいとおもいます。がんばっているのうかさんみたいに、おいしいこめができるといいです。
これからもおせわをしてがんばります。できたらみんなで食べたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

